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絵画

1.論議￥崖向先品雑誌白 llt/j (平安|時代)
"‘ニλ、・/.

ìi1fj:J~1安土町)，!:{:慈，1bI.~~f i争厳院

本紙縦102.7cm 13i62. 9cm 
キn本特色。ねトlti，l袋.

z，-:厄を絡みさげたとj土~IAIの 1;"1 ~~; I;'t; ~n米金大きく中心に

訂性、 4{本の拶阪と 2休の比dfj州 11米を包閥 ・先導

し、 5 f，!正の も4~~草する蓄財iが付き従って 、画I偏在上から、

右下の板:ii'の相l*な家t-rlIニli'JItて、対角線的に来迎す

絹:<$:著色阿弥陀来迎図 安土町;争厳院

る場I而を揃<.上官官には 2尽に分けられた色紙形がlf.(

かれ、また、中宅には楽総が舞う .

阿弥陀如来は、 ニif(円相の光í'~ をぬい、述書夜E主上に

1x.足をmみ下げて *~JAIする. (llij手のtlll・Z指をJ念じ
て、布111必然災印A駄にJJ旬jjiJで例え、 Z正予11j必!Yリの米迎

r:nと災.なって、手1斤の反しがj並である。内身11、設まJ;l

で下t，'，'jきしたのちに，;tr彩し、分之総で的き起こす手法て¥

白地に米の~~~が力11 えられている。峨lJtははとんど残っ

ておらず 、役|燃料lをういで挺している。:納衣11、亦色に

i余1)、1311はを揃くほか、会1Mに問ツ日七3却さ'の話

会文様が表される。光'I'VのI?JU(;':iSには合総の-l1HI'iをu(jj

し、倍以!裁の文織が淡されている。

先頭の誓磁11 、組事'I~/~ に跳'1~ し、金色のj進合をささ

げ、宝冠に化仏をまEした鋭712である。これに*l， <芸員長

11害事至、文録、 'fl[.'ftとみられる. I巧体~'tの左脇(rii)か
つて右)の比丘形11 .1tl!l滋、 7E闘の二~;Kであろう.画

山川 恒.・・ ¥J'.J‘-一
蘭1Ï.上には、術館、事t~、太政、厳命(~駁長誌にたを

手きする五3事長年.を1I1i< .これらの答織の主的衣は、赤色系

の彩色を主体としている.

阿弥陀如来の自宅-から 2~の光191'/)'放たれ、家屋を

射している.しかし、そこにいたと忠われる往生者の

姿は、ìil!i紛の欠航のために侃}~.できない。家長の閉リ

には樹木が捕かれ、 t也前にはくきむらを表している。

(説明)阿弥陀如米と培米|ー均が、 it生名の家艇に

向かつてIWかに米迎するさまをJh:いたものである。2罰

的.の肉.q.は、たいへんふくよかに決され、色彩11明か

るく 、 i~出!f なiIlßをかもしだしている。 ~Vrt< などに地さ

れた俄金文総も世7械で、Wlilfli念体にはおおらかな気分

がi:巨い 、 本i濁が'1'-安絵~Iïiであることを物給っている。

ミ主尊がヰ土F担IJf~ で、 lt.1:."fi・の家 J1iを炎す~~迎凶としては 、

JJ! ifi je iF. ( 1159 )の続的rr.のある、<~Jíi~山総ヶ本経以巡

物の総務l阿弥陀三将来迎Sえが匁lられている。この鋭{象

{立、様式的にも本図とfj'j似するところが多いと ζ ろか

ら 、 およそ本間の製作5r~代を fjt; illll できょ う.

本闘は、平安時代に遡る数少ない米迎凶で、会倒的

にみて bt'tm.なi盆例である.

彫刻

1.木造向赤島弘来季語 l似 (平安時代)

1)1 ti郎11'れ町大乍隠岐言述寺

像前 {含宝冠)38.7cm 

頭上に宝泌を餓き、天泌fIのドの池袋I:t.、前前iに紛:
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1)1を彫出し、後頭

部は省略する。自

宅.frJはなく、自11

彫服、If染11不通

である.通局の納

":f(.をつけ、胸前を

U字形にひろげ、

n!l前で阿弥陀の定

印を給"')';0 やや上

体を反リ気味にし

て、給蹴I!lk坐する。

(:1見l珂)宝冠を抜

いた阿弥陀如米坐

i象である。而相は

ふっくらとした)L

木造阿弥陀如来坐像 甲賀町香運寺みがあり、沼ぬや

1-1 {，とを大JIリに災し、かすかに笑みを浮かべて穏や

かな表怖をつくる. l.r!.t~ I H..;'!状にせず、外11!IJに除〈張

る.体4誕{ま、なで11}でjJ旬や胞の厚みが十分にあり、や

や上体を後)]に反らして 'J~ るところは安定感がよい。

.iIuJ，Jの納衣をつけ、 1)均liiJをU'F形にmlくと ζ ろも一つ

の特徴であるが、それらのぷ文I<t.太〈、なかには鋭い

むのがまじっていて、一木造の紘iitと考えあわせると、

かなリ L'i~、仏伐と認められる.制作は平安時代中期、

10世紀ぶから1It1t紀ljil・ドころであろう.いずれにせよ、

女泌を依いた阿弥陀伐の現存illl日1)1阜、会凶的にむ後め

て少ないところから、 H:門すべきである。

2.木造+一面観音立像 }I脳 (平安時代)

'1' t~ l:IPI' f(mf大千隠岐大岡寺

1!Jii¥':j 106. 9cm 

9filJ'iに{ムIflj、夫iぱ向上のJ忠告出品に脊員長削等十百'jjをl

段に配す.IjlijlrにどSもを太くかけ、l.f-?iW不通とする。

目は品.I~IIJ~ で、1' 1屯 I<t.必さない. ;(i予をl@下し数珠を持

ち 、在了、 lま Ju!n して /KJ~R を執る。 Shlii 、袋 (折返し 2

段)をつけ、 n1lj)けから!JiI らした天衣をJU~下でWネ Jf~ に

3ど採させる.だJl，に 'f(心をおさ、 ~î)ι をゆるめて立つ

姿である。

(~!í'9J ) ~íi休をìJllして恰のー材で彫成し、夜、政上耐
のすべてと、 1i1，j)jの川から下i"j・のところまでも本体と

共本で必ず.内初リはなく、会体にi剖争当初にj互い姿

で保存されている.

伏し1=)で、 111..とを小さくおlんで42やかな而羽lをつ

くり、引き締まったl勾身や、，jff衣の表現L巧みである。

ことに下半身にW字形の天衣をあしらうところは県内

では珍い、.

制作{主、、l'安時代の1111t紀前半ころと忽われ、，)、i象

3.木造普遍形王様 l脳 (平安時代)

伊香1m木之本町大学古総詰草寺

像高 169.Ocm 

5広告?を結・ぃ、別材製のヲモ冠台をつけ、I也号さはまばら

彫りとする.目1:1彫服、同耳に太い巻毛をかけ、耳3誌
を環状につくる.布予は凪併して、第 I、3、4指を

rUIげて巡す援を執る.左手は経</，吊して、 2訟を上にし$'1-

めIIIj方内側に出し、第 l、3、4絡をi仰げて、木製の

魚の泌を入れた魚慌を持たせている.上半身は線形で、

条，tf.や天衣lま茨さな L、.下半身に袋(折返し l段)を

つけ、お足を少しliiJに:11して立つ袋である。

(説明)上半身 1 ;1 ~*1杉で、 F' 、同に会をまと って立つ
等身の務磁If~俄である。 ，'J:(，ぷによると、左手に魚慌を

持たせて、f;{lIA~.~wt T)!とf;j;しているが、そのm拠{まない。

目 1;1:鋭〈、~:，~や1l むとを大ぶりに刻IHして 、なかなか

議政さのifiう炎↑i?をつくる。 制 Illi、知i;をかけず、

胸)~IIの伐り 1:が 1) が大きいところに特徴がある。 J二の

ように条jiiをかけていない例11、凶ヲミ.rーかの阿弥陀三

尊伐の11M引象に礼られるくらいで、数少ない Lのであ

る。

上体を大きく淡すのに対し、 IJI4を~'ñl <引き締め、下

半身は絢〈表現されている.袋のdfbt犠議式の余風

を残し、袋悩部のお}j1こはj偽受が認められる.頭体を

ながら、本県に伝わる-j--1(II税制象のなかでもl吊指の =ーー』日、・ .... 
優品と認められる. 木造十一萄銭音立像甲賀町大関寺 木造審麓形立像木之本町鶏足寺
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通して根幹部{討会のー刷‘ら!彰出し 、，MIlljを行汁持

造 L古い。制作IJ.、平安時代の10世紀前半ころに遡る

ものと考えられる。

4 木造平話議論議 10綴

伊香郡木之本町大字古紙 記草寺
① 白巷尖管(義援議) 像高 21.6cm 

制1~1iがiilìi 足を餅Jいて l擦をすえ、1.i::手は傍を腐して

. n長~!iに手先をのせ、右手はI1都民に貯をあてて、幣を

府にかつぎ、初築後のよiニ坐す。成にE色を表す。

② iiUJ'ヅc続税(虫日米形坐像) f象高 29.1cm 

肉~を高〈望号し、!_!j{援を彫出する。三道を衷11 み 、

~邑ねの納衣をつけて結w..1J?Æ坐する。問手先{訂以前に

表すが印相l;t判明しない。緑色の巡台に来る。衣女:

lま盛和iiで表す。

③ 八嶋大3事前1(如来}移坐{象) 像i窃 28，Ocm 

頭部は肉容を燦り上げ!以後を彫出する。 i溢伺の納

衣をつけ 、jilij手l立政前に・表すが、指先を彫りださな

いので印相は定かでない。②の熊野大総現像の姿に

{以ている。

@ 旨品大十年現(十一前観音公像) f象潟 30.4crn 

~j'i上前(十一前)を放さ、天冠台を彫出し、条:-fi 、

天衣、袋をつける。左手はl沼併して花瓶をとり 、右

手はI1事上で5指をひろげ数妹をかけ、右足を上にし

て結Wmm~坐する。;釘JI~~から足先までは袋をかけない。
tニやE

⑤ 般山大明事11 (馬頭観音坐像) f象~'lj 29.4cl11 

頭取に鰐を結い 、 !おml をつけ 、 炎~を表す。目 lま

三IU!で、口の両端よリ牙をよ出し、本前の前jfilJにn6L

ffii を造りだす。 tr手 i刈刷íjに手先を許せ、~~ 2指を

立て、他の指I:t.外縛印とする。災.手上郎昔1Iの後部か

ら六憎めIJら手をあらわす。両足を聞きZ持続する。

@I通告h大明事11(聖観音訓象) f象潟 30，lcm 

玄畿を給い 、花窓、天冠台を塁走し、白誌-をJ';!llめ込

む。条市、うた:1宮、袋をつけ、左手1;1)阪iI可で巡務を似

1 ) 、お手 l立凶作して )J('日:jíj で 5 指をfrItばし、結伽~ÆJ.!益

する。

⑦ 也・14大Iザ!神(世n封切彰坐像) f象潟 30.3crn 

~Ji部{ま r~;j ~\~を君主し 、 燃)~を朗;.rJ¥する。体音ISにi遜iFJ

の納衣をまとし¥両手iま供三Fして手先を納ヨ交の内に

隠し、結E踊Il?k坐する。

@f奏会具大社(地球警隊創象) f約百 27.8cm 

頭は阿mて i並rJの納衣をつけて、納衣の下にさ

らに下着をみせる。右手に錫紋を持ち 、左手11宝珠

を線'1'、お足を上にして結糊欽坐する。

@ 益義品(品主権現坐{象) 像前 33.4crn 

頭上に援を結い上げ、両側に炎授を茨ーす。 IJrUま忽:
A去、の形相で1i:府から条市をかけ、:ぷをつけて、右足

を上にして結蜘11(坐する。右手に宝剣、左手に初殺

を持たす。 10艇のうら最大の俄である。

⑪ 品量平議拘
( 1図形坐{象)

{象高 29.8cm 

~Ji 1立問頂で、

両ff:iをおおう納

衣をつけ、手は

胸前で供手して

手先を隠す。坐

り方は、正主任か

給蜘欽坐，なのか

事IJ然としない。

(説明)十所総現

あるいはι 卜P.Jr明神

とu干li"tlている10

艇の小さな本封!liム

f"，である。その形

姿{ま、如来彩、if. _ 
.A ^ 

首長j彩、 252長]影のは 木造+所権現像木之本町鶏足寺

か、企托大fl紳 jlf象のように、頭部が如来形で、制1Iが

供手する神{象の姿に表すものがある。これなどは事Ilf象

が、次第に本負!l仏へ発展していく ;~il主WIの姿を示すも

のとして主主目される。また、日合大訟を ~tiの像として

表しているのも珍しい。

これらの{象{立 、 絵の-H から膨成し 、 目 11 制~J肢とし、

索屯を笠している。それぞれ緑色の魚鱗訴さ二殺の迩

楽座(後新Ii)に必し、{象が台座から制作れないように被

消している。なかには、持物、手先、 1事前などに別材

を初j<-ものや後布li.~・4 を当てるものもあるが、比鮫的保

存lまよい。

なで日で、 IJ!事前が小さく、衣文をほとんど~ll まない

ところは、いかにも NlI~そのもので、 平安時代末期か

ら鎌念時代初期ころの事11像彫刻!の特徴に通じるものが

ある。やや作J!Ï\I，の~~なる{象もあるが、 104誕の本地fl、が

同時にー兵としてj剖象されたものと考えられる。

書跡・典籍・古文書

1.色語白縁起 2議 (室町時代)

伊初日i木之本町大午前常総瓦キ

1]1巻縦26.0crn 繊1322.2cm(紙数31校)

乙巻縦26.0cm 術1160.5凹(忽徽27枚)

者き子装。 FJl乙巻と t，二重t土地切れで、4111え竹は杉料

を使用する。 11¥付き級をつける。外是Ulまな L、。見返し

は、鳥の子紙に銀切絡をi炊らす。軸首は木製綴刻。以

上はすべてf幻iIiである。本紙{立、基!?術交ぜ泌さ紙を4o1.

~:l.t として 、 全耐に袈打ちを地す。 l 紙の航の長さ(第

2紙) (立、 ITI巻43.9cm乙巻44.2cmで、 ともに室町1!1Jの

平均的数他を示している。 1~;lU2行宛、 l 行13-J4字

詰め 、 r~1立劇nい盛線で施す。

(説明) r大日本国近江悶伊合1ni己向山縁起J '11また
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し、 1行17字、 1 Q~26行IliH去に {!J勺:する.これを半繋

5行あてに折本にしている.行1己lIfjl;t、r大般若i皮議密

多絵巻第fやIJJ.後事liの桜色の紙是正紙の中央に絡紙の題

3まを付し、「大般若i皮iiL官、多ff¥:{き第『作JJJと外mを愚容

している.

本経の北船木1ftI:1抑制:への伝米{卓、 91JI?などからお

およそ明らかとなる。平安時代にお・ける所夜l;t不明で

あるが、鎌倉時代初期には、愛知1郊の行前守=J長谷に織

されていたことが知られ (lli:久三年=1192年、百i行ミ]=

東谷{曽~~祭の修~Jè、 Zき努~372) 、文永十一年(1274)に

百済ミ干の全焼八ト余宇が燐火したとき(冶第447)、愛

知君!l営団郷の新白神社に-11寺移されたようであるが、

その後再び百併すy.*谷の無:，(:JJI先にもどされている。

次いで、 南北側II，Hにの!符応三j'1~(1340)には、主lJ.ti'11;t明
l " 

らかではないが、fJ~t~lJ.i1子型Itt池辺社に移動している。

予野は中也・興悩学~:f，(i、余目1'J1:のことで、五1/.;(，:む三m県

上野市に子野の地r，が存イ1:する。このJj;‘泌に:(EJ豆事1'干上

があり、同じ境内に池ill.'f'があるところからおそらく

:rE:I<(神社が「池j担金l:Jであ ったと々えられ る。その後、

本経l;t室町時代の文l(l三年(1503)に、現干正の北船木第

宮神社に移されたようで、 J也Îl1l~良樹を中心に庄n地下

人当李の勧進によって、折本に改められていることが知

られる(巻奇'1482).ちなみに北船木には伊Ti町という

ところがあリ、祭礼や漁業備などについては、他の北

町、中町、南町に比して特俗的な地位を占めていると

いわれている.

一部に絹j1j:絞を含むと l;t~、え、平安11寺代後期書写の

大鍛務総が、かくまとまって依存することは注目すべ

きことである。また.JJ!;l~から 、各地を転々としてきた

伝来の経紛が明らかとなり、さらに、政村生活に稔:新

して虫除けなどのl徐災析闘のための転3売がひんぱんに

行なわnたことを織わせる記述を合むなど、自主史資料

としても Uffiである。

I;t乙の内巡のある 2~で、 ftí;山市的事」から始まり「

学1I1l坊主lむまでの12ヶ条にわたって己i!'li山の歴史を略

述するむのである. '1 '巻~件から、筆者{孟天台陰土穴
太末資金制{弟子法!U!:(J:金で、応、不十四年(1407)に~写

さilていることが判n_ijする.

己目当山を中心とする仏教文化閣は、往時の降盛を示

す文化財が多〈処され、従来から注目されてきた地域

であるが、記録史料となると、 };!i"TI元年(1441)の書写:

にかかる roo.tuiヰ:"Q'・務牒絞』によリ断片的に知られる

のみである.

本縁起l;t、当山のよL体的なhf;動を知り得る唯一とも

いうべき史料である.なかでも 、「?古山再興事」の粂l;t、

十 所IlJJ事1
'
とそれぞれの本地仏のl.'ll.i'，を掲げてお り、現

存する木造十所術;削除との r~l j虫上、興味深いものがあ

る。応永十凶年のm巧:のため、内容については会問的

に信頼をi泣き鰍いとはいえ、 -nmな史料といえよう。

(なお本文 l;t r近江w符~nl志J J-.~にぬjl証されている。)

2. *~繕謡 60oM: 

j\':jl:.~ml安公川町大中北船木 器管持荘
(説明)北船木の計約.神社本bll(~町建築)の裏側に

ある土延長に{足首:される大紋計総で、経緯j6合に収めら

tLている.

本経{主、むと l;t~ (-φ;であったものを折本に改装し

ている.その際、天地必よぴ巻末が-t;IJ断されている。

本文のi!.~_ijI，よリみて、 4404rrli1;t平安時代後期の書写経

と認められる.そのi品卯:な。iH事{孟、おそらく写経生の

乎になるものであろう.綴りの 160帖l;t鎌倉時代以降

の布II写:絞である.持l'Eすべきことは、全体の約 6割に

lft..;:巻(362!t，1j)になんらかのVgl}を布していることで、

なかでも巻郊 330には~ifì三年( 1089)五月十三日の飲-

裂を銘が、また、".B実~46に ïft保三年( 1096)の銘があるニ

とから、 ~IPJ・年代をおよそ他illllすることができる。

本紙l;t、袋燃の交ぜ臼起き紙を料紙とし、 j炎m界を施
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木之本町重量足寺己iIi山縁起


